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村
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燈
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E
農
家
鰹
替

農
村
共
同
韓
と
農
家
経
管

1
1
1長
野
騒
下
農
村
調
査
報
告
の
一
と
ま
!
|
』

間

野

昇

五回三=ー

序概

説

水
井
一
村
落
共
同
盟

農
村
留
簡
の
概
況

農
家
経
管
②
分
析

村
落
共
同
盟
と
農
家
経
営

序

白
木
農
業
の
近
代
化
は
現
在
の
我
が
園
民
経
鰭
に
と
っ
て
重
大
な
問
題

の
一
つ
を
な
し
℃
い
る
Q

戦
後
大
ぎ
な
期
待
と
意
誌
な
捲
っ
て
行
わ
れ
た

農
地
政
孝
は
我
嗣
農
業
の
宜
い
経
特
を
な
し
て
い
た
寄
生
地
主
的
土
地
所

有
を
打
破
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
一
際
農
業
近
代
化
の
前
提
を
作
り
出
し

た
。
し
か
し
農
業
の
基
底
を
形
成
す
る
零
開
極
ま
る
経
轡
規
模
は
そ
の
後

め
農
業
一
古
代
化
の
進
国
聞
を
多
様
た
額
韓
な
形
態
で
問
叫
ん
で
い
る
。
こ
の
阻

一
八
四

止
要
因
を
現
震
に
郎
し
て
直
観
し
克
服
す
る
と
と
に
よ
っ
て
初
む
℃
宮
本

長
業
近
代
化
の
方
策
は
謹
成
さ
れ
る
で
ら
ろ
う
。

以
下
の
調
査
報
脅
は
河
田
、
松
田
雨
教
授
の
指
導
の
下
に
昭
和
ご
十
五

年
度
文
部
省
科
感
研
究
費
を
交
附
さ
れ
て
長
野
燃
下
農
村
に
行
わ
れ
た
総

合
研
究
「
水
と
村
溶
共
同
盟
」
の
一
部
で
あ
る
Q

概

説

S
F
 

長
野
線
東
部
に
鋒
え
る
翠
科
火
山
の
お
麓
は
綾
傾
斜
の
一
裾
野
を
、
千
曲

川
を
隔
て
L

小
諸
町
を
見
下
山
7
倒
牧
原
及
び
之
と
鹿
向
川
に
隠
て
ち
れ
る

誌
で

八
震
度
量
地
に
終
る
。
こ
の
倒
牧
原
の
実
方
宏
郎
兵
衛
壊
(
用
水
)
に
よ

っ
℃
濯
概
さ
れ
る
五
那
兵
衛
新
問
村
、
御
牧
原
と
箆
曲
川
の
谷
を
隔
℃
L

向
い
A
口
、
ぅ
、
八
重
原
堰
〈
用
水
)
の
創
始
に
よ
わ
今
日
を
な
し
た
北
御
牧

村
八
重
原
、
そ
の
筒
万
入
室
原
市
/
)
番
矢
川
州
の
伶
一
り
隔
℃
L
隣
接
し
崎
洋

寝
〈
用
水
〉
を
用
い
る
一
一
一
部
和
村
、
以
ょ
の
一
一
一
調
査
地
域
は
い
づ
れ
本
慶

長
期
前
後
の
新
田
開
設
割
に
翠
科
水
系
を
刺
用
し
℃
開
設
さ
れ
牝
暇
〈
用

水
)
に
よ
っ
て
新
問
、
か
関
か
れ
努
落
を
以
し
て
今
日
に
至
り
用
水
、
か
村
人

の
生
活
に
大
き
な
比
重
を
占
め
一
る
「
水
」
の
村
で
あ
る
酔
闘
で
共
湿
し
て
い

る。
し
か
し
そ
の
用
水
開
控
の
事
情
・
用
水
路
の
構
造
等
の
自
然
的
障
史
的

係
件
の
と
と
な
る
に
従
っ
て
用
水
量
、
管
理
方
法
、
滋
排
水
慣
行
に
は
差

還
が
ら
り
そ
の

F
一
議
入
章
一
郎
が
最
も
値
目
れ
盤
洋
之
に
つ
家
主
齢
兵
衛
は

最
も
進
歩
し
℃
い
る
。

と
は
一
員
え
ぞ
の
〕
各
ξ

に
於
て
、
程
度
と
そ
こ
と
な
る
が
用
水
の
及
ぼ
す



共
同
盟
規
制
が
存
在
ナ
る
。
こ
の
共
同
一
眼
鏡
制
ば
、
長
家
経
管
閣
に
如
何

な
る
彰
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
影
響
は
村
溶
共

同
陛
に
」
如
何
な
る
闘
係
を
有
す
る
で
あ
る
う
か
。
行
論
の
目
的
と
す
る
閉

で
ふ
め
る
。

一
位
一
壊
門
セ
ギ
)
は
こ
の
地
方
の
用
水
が
多
〈
山
聞
の
津
水
を
堤
を

築
い
て
権
比
弘
山
之
を
引
水
す
る
放
に
用
い
ら
れ
る
人
工
耐
水
の
呼
様

で
あ
る
。

註
ご
一
一
一
用
水
に
つ
い
て
は
松
山
敬
授
の
紹
介
「
停
滞
的
批
舎
と
そ
の

お
れ
反
」
中
央
公
齢
、
昭
和
一
一
一
ユ
年
九
月
鋭
、
一
一
一
九
瓦
以
下
を
参
照
さ

れ
た
い
。

水
と
村
落
宍
同
瞳

一
閤
円
本
山
長
業
は
水
田
耕
作
に
よ
る
水
稲
栽
培
を
そ
の
主
軸
と
す
る
関

係
上
、
用
水
は
土
地
と
共
に
農
業
の
必
須
の
基
低
を
た
し
て
い
る
。
従
っ

て
用
水
φ
有
-
す
お
協
同
佑
と
細
分
ル
仙
の
一
見
相
反
す
る
作
用
は
一
般
的
に

一
一
一
一
副
り
℃
も
農
業
構
泣
を
貫
徹
し
細
分
さ
れ
た
水
田
を
共
同
前
な
規
制
の
下

(
註
一
)

で
耕
作
す
る
小
法
、
か
大
半
を
占
見
り
て
い
ろ
。

訴
で
こ
の
一
-
一
地
域
に
於
℃
は
用
水
を
法
得
す
る
と
と
は
、
向
川
吠
一
的
技
術

的
保
伶
か
ら
い
っ
て
至
難
で
あ
り
そ
の
開
議
及
維
持
も
よ
り
多
ぐ
C
務
苦

を
件
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
濯
減
水
は
慌
に
不
足
し
勝
ち
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
一
際
強
力
た
統
制
及
厳
絡
な
管
理
、
が
必
必
で
ら
っ
た
。

従
っ
て
そ
の
却
水
管
理
は
仕
合
的
に
は
明
白
な
ろ
身
介
陪
暦
に
後
ロ
ザ
」

経
済
的
に
は
多
量
の
用
水
裁
と
用
水
野
叫
に
よ
っ
て
、
誠
に
同
外
4
4
に
と

農
村
共
同
腔
正
農
家
経
管

つ
て
は
、
想
像
し
得
ぬ
段
格
さ
で
行
わ
れ
る
。
特
に
入
室
嵐
広
於
℃
は
用

水
に
闘
す
る
閉
山
り
、
最
近
や
L
腐
れ
て
は
い
る
が
、
朗
ら
か
に
俸
杭
主
詩

的
役
共
同
監
規
制
が
見
ら
れ
る
の
で
・
あ
る
。
一
一
一
部
和
に
至
れ
ば
八
重
原
に

ヘ諒一一)

比
し
て
そ
の
程
度
と
そ
軽
践
す
る
が
携
山
口
同
六
川
氏
の
下
に
共
同
盟
的
用
水

符
理
組
織
の
鶴
存
を
見
得
ろ
の
で
あ
る
。
百
郎
兵
衛
用
水
は
前
二
潜
と
範

犠
的
に
具
る
用
水
特
詰
f

開
盟
事
情
を
有
十
ぶ
の
で
A

あ
る
が
、
や
同
い
り
月

水
を
め
ぐ
る
す
い
俸
統
の
名
践
り
が
そ
の
農
村
比
人
目
日
に
纏
わ
っ
て
い
ろ
二

、
と
令
官
否
定
し
得
な
い
。
要
す
ろ
に
こ
の
コ
一
地
域
一
定
通
じ
て
程
度
の
差
は
あ

る
が
村
落
共
同
鐙
(
己
中
止
問
。
5
与
三
巴
の
形
態
が
見
ら
、
九
多
か
れ
少
か

酌
後
わ
た
支
配
の
形
設
、
即
ち
八
重
原
に
片
庁
る
如
き
家
族
身
分
階
居
的

(司忠岡山

5
8
Zむ
た
傾
向
を
も
っ
家
父
長
制
支
出
(
}
川
島
同
ユ
員
長
田
ロ
g
w
E
ω
)

瓦
び
一
ご
祁
和
に
お
け
る
如
与
口
名
望
家
支
配
(
同
8
9
5
Z
2
8
r
2
2
a

n
F
阻
止
)
に
近
い
家
父
長
制
支
配
の
如
診
が
、
家
族
を
末
端
と
し
曲
輪
(
く

る
わ
)
を
語
じ
て
家
溶
或
い
は
村
誌
に
至
る
階
暦
的
編
成
を
箆
ぬ
い
て
貫

徹
す
る
。
と
め
場
介
用
水
と
し
℃
の
水
は
俸
抗
主
誌
を
綿
持
す
忍
契
機
と
な
っ
℃

い
る
の
で
あ
る
。

他
国
に
於
て
氷
に
よ
っ
て
、
も
た
ら
さ
れ
る
農
地
片
C
零
削
性
ば
、
主
穀

作
の
小
規
筏
を
誕
乙
て
多
く
之
に
よ
る
農
家
極
菅
の
倭
小
佑
ト
を
も
た
ら

し
、
保
統
主
義
的
た
強
固
な
共
同
盟
規
制
を
打
球
一
J

る
そ
れ
自
身
の
内
か

ら
の
力
、
ナ
任
わ
ち
個
別
農
家
の
生
産
力
の
上
向
の
誘
因
ー
を
、
水
利
配
合
同

又
ひ
水
利
刷
出
負
携
と
相
ま
っ
て
区
泊
一
一
7
る
方
向
に
働
イ
の
で
あ
る
。

一
般
農
業
の
近
代
化
は
伺
h

農
家
の
生
産
カ
の
不
均
等
介
、
設
展
泳
び
競

一八一品



農
村
共
同
慢
と
農
家
鱈
替

争
に
み
る
農
民
暦
の
分
解
、
之
を
遁
ず
る
市
場
の
援
大
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
る
の
で
ι
め
る
が
、
用
水
を
契
機
と
す
る
共
同
髄
説
制
が
強
固
に
残
存

し
て
農
家
個
別
経
管
の
生
産
カ
援
震
を
押
演
す
作
用
を
一
試
す
時
、
農
民
暦

の
分
解
は
阻
止
さ
れ
停
滞
的
な
中
間
唐
の
存
在
が
大
き
な
比
重
を
占
あ

る
。
と
の
中
間
暦
は
共
同
盟
の
中
に
あ
っ
て
俸
統
維
持
の
方
向
に
志
向
す

る
の
で
、
宮
農
化
し
た
地
主
と
共
に
用
水
を
契
機
と
す
る
村
落
共
同
鐙
の

忠
賓
た
搭
い
手
で
ふ
め
る
と
同
時
に
、
国
家
擢
カ
及
び
担
問
占
資
本
が
偽
装
自

作
農
創
設
維
持
政
策
を
以
て
之
に
倒
ら
き
か
け
る
場
合
の
屈
強
な
地
盤
を

提
供
し
、
雨
'R

相
倹
っ
て
農
村
の
話
代
化
を
間
立
す
る
役
割
を
果
す
の
で

あ
る
。
一
註
一
小
池
基
之
「
日
本
農
業
主
水
悶
L

昭
和
一
二
年
刊
四
七
!
四
人

頁
参
照
9

詮
一
一
盤
調
陣
犠
用
水
管
溜
代
表
者
ほ
携
営
ハ
タ

ν
ト
ウ
〉
と
呼
ば
れ
る

設
一
一
一
松
田
智
雄
「
村
落
共
同
醸
の
再
生
産
構
造
」
経
済
評
論
、
昭
和

一
一
六
年
一
月
駒
郡
、
八
周
頁
参
照
。

農
村
経
済
の
艶
}

》 、

と
の
地
域
は
長
野
燃
の
東
部
閉
ち
東
信
中
部
地
方
に
属
し
自
然
的
傑
件

と
し
て
は
標
高
冠
。
。
]
八
O
O
米
、
耕
地
は
主
と
し
V

」
秩
積
層
で
あ
っ

て
岩
石
質
は
火
山
岩
暦
よ
り
成
り
、
土
濠
は
八
重
原
及
び
一
=
郡
和
に
あ
っ

て
は
中
粘
土
質
、
主
郎
兵
衛
に
あ
っ
て
は
特
に
下
暦
に
於
て
霊
粘
土
質
で

あ
っ
て
保
水
カ
に
宮
み
少
量
用
水
で
新
田
開
裂
が
可
能
で
あ
る
。
東
信
中

部
地
方
を
遇
じ
て
の
卒
均
気
淘
は
一
}
一
ー
l
百
万
、
九
度
内
外
、
六

l
八
月
、

一
八
六

二
二
度
内
外
、
九

l
一
一
月
、
一
一
一
一
度
内
外
、
二
一
月

l
ご
月
零
度
内
外

で
降
水
量
は
比
較
的
少
い
が
特
に
春
季
は
少
い
。
調
査
三
地
域
の
気
温
は

気
象
上
二
毛
作
が
可
能
な
る
と
と
を
一
訴
し
、
又
土
質
上
か
ら
も
八
重
原
・

一
一
一
都
和
に
於
て
は
裏
作
察
可
能
、
百
郎
兵
衛
は
油
菜
等
の
裏
作
が
可
能
な

と
と
を
示
し
て
い
る
。
東
信
中
部
地
方
全
般
と
し
て
の
枇
曾
極
端
間
的
保
件

と
し
て
地
目
別
の
土
地
割
合
は
田
畑
一
二
・
六
%
、
山
林
原
野
六
九
・
九

%
英
他
人
・
笠
%
で
あ
り
・
農
作
物
別
の
耕
地
利
用
割
合
は
水
稲
一
-
一

0
・

一
%
、
桑
国
一
)
一
四
・
主
%
、
普
通
畑
一
三
-
了
白
%
、
英
他
ご
・
O
M
戸
、
一

毛
作
地
帯
で
、
主
要
農
産
物
は
水
稿
、
姿
、
桑
、
薬
用
人
参
、
白
菜
、
甘
J

藷
、
馬
鈴
薯
?
大
浪
、
宮
国
産
は
牛
、
馬
、
山
半
、
豚
等
で
あ
る
。

一
般
的
に
寄
っ
℃
長
野
麻
に
於
け
る
耕
地
は
水
田
七
明
八

0
0
0町
歩
、

畑
入
八

0
0
0町
歩
で
あ
っ
て
全
面
積
の
一
二
%
に
遁
智
子
耕
地
利
用
度

が
低
い
上
に
地
勢
は
傾
斜
地
が
多
〈
水
利
の
使
に
恵
ま
れ
な
い
関
係
で
水

間
農
業
に
好
遁
な
地
帯
と
-
衰
え
な
い
a

耐
麻
全
盟
の
農
家
一
戸
営
卒
均
耕
地

面
積
は
七
・
八
反
で
、
水
田
が
ほ
Y
そ
の
字
分
一
}
了
六
反
を
-
一
占
る
る
。
傾

斜
地
に
あ
っ
て
水
利
不
足
な
傑
件
に
拘
わ
ら
ず
永
田
を
作
る
の
で
あ
忍
か

-
ら
、
い
含
お
い
水
同
区
割
闘
は
小
と
な
り
耕
地
は
分
散
し
、
港
減
水
不
足

水
田
は
一
一
一
一
%
・
一
山
ハ
玄
O
O
町
歩
、
潔
同
は
ご
O
%
・
一
一
$
0
0
0町

歩
、
牛
馬
耕
不
能
面
積
は
四
O
M
F
に
上
り
「
回
毎
の
月
」
を
お
も
わ
せ
る

細
分
農
地
片
の
上
に
人
力
を
浪
費
す
る
農
業
が
管
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
と

-
の
東
信
中
部
地
方
も
と
の
一
般
的
傾
向
か
ら
免
か
れ
る
・
も
の
で
は
な
い
。

き
て
調
査
一
}
一
地
域
の
経
済
事
情
の
概
括
ハ
面
積
、
人
口
、
戸
数
、
主
要
農

産
物
心
を
艶
比
し
て
示
そ
ろ
爪
第
一
表
U
o



第
一
表

線

積

門

町

)

間

門

町

〉

畑

〔

町

)

山

林

門

町

)

人

口

(

人

)

農
家
戸
数
(
戸
)

冨

所

帯

数

(

戸

)

役
肉
牛
ハ
頭
〉

水
稲
牧
穫
高
(
石
〉

反

牧

(

石

U

桑

関

門

町

〉

牧

繭

高

(

貢

)

供
出
割
営
量
(
石
〉

供
出
費
績
〈
石
)

姿

(

石

)

甘

藷

(

貫

)

馬

鈴

薯

ハ

貫

)

大

豆

ハ

石

U

薬
用
人
暮
門
賞
〉

(
備
考
)

三
都
和
村
豆
郎
兵
衛
新
町
村
品
制
御
牧
村

八

一

一

四

一

一

四

二

五

六

回

二
五

O

一
七
一
一
・
四
回
一
二
・
六

一一

O
六

・

一

九

0
・
=
一
六
九
二
・
一
一

一

一

一

五

六

一

・

七

毘

二

O

一
一
六
六
一
一
一

O
八

七

七

二

五

三

=

一

七

四

ヱ

八

七

一

一

一

息

。

(
問
一
一
一
一
)

四

二

九

三

七

五

一

一

一

二

一

一

一
九
一
一
一
一
一

O

三
六
八

五
一
一
五
七
・
七
三
八
五
六
八
七
八
一

一
一
・
九
一
一
・
九
三
一
一
・
豆
五

九

一

・

八

六

一

・

八

一

一

O
一
・
五

五
六

O
二

四

五

O
八
一
、
一
一
こ
五
六

一
一
五
ニ
六
一
八
一
六

一
一
二
八
九
二
一
六
九

九

八

四

四

六

一

一
一
、
一
一
八
六
九
ー
一
、
八
九
七
五

三
六

E
O

一一、一一一一

O

四
六
八
・
一
一
一
三
二

O

一
一
品
八

O

一
六

O
-

ご
八
六
八

七
、
二
五
四
一

六
、
七
一
一
三

O

八
一
四

七
E
O
O

農
村
共
同
捜
&
農
家
鰹
管

調
査
地
は
八
重
原
で
あ
る
が
八
重
原
の
ゅ
の
集
計
が

〈

1
U

不
切
な
鋳
北
御
牧
村
を
参
考
と
し
て
婦
げ
た
。

?
'
u
)

養
料
は
佼
場
及
び
協
組
の
会
式
統
計
に
よ
る
。
人
口

は
昭
一
一
四
・
二
了
一
一
二
現
在
。
農
家
戸
数
の
北
御
牧
村

(
)
内
は
八
重
一
際
の
み
の
場
合
を
示
ナ
。

農
業
生
産
物
の
経
済
的
比
重
聖
一
訴
す
篤
、
試
ろ
み
に
三
都
和
村
に
お
け

る
版
衰
生
産
物
民
鳴
が
百
分
率
を
成
る
と
米
百
四
・
七
%
、
養
護
一
六
・

ご
%
、
委
類
一
一
・
一
一
一
%
、
と
な
っ
て
米
と
養
費
を
合
す
る
と
阪
童
生
産

物
抽
鵬
債
格
の
七

0
・
九
%
、
変
を
も
含
め
る
と
資
に
八
二
・
=
d
戸
、
と
な

り
農
家
生
産
物
の
経
済
的
比
重
は
殆
ん
ど
米
姿
及
繭
に
か
L

っ
て
い
る
と

と
を
推
察
し
得
る
。
八
重
原
及
び
五
郎
兵
衛
新
田
村
に
於
て
も
ほ
Y
同
じ

傾
向
に
あ
る
と
推
定
し
て
良
い
で
怠
ろ
う
。
但
し
こ
の
黙
は
後
に
再
た
び

鯛
れ
る
。

以
上
に
於
て
三
地
墳
の
一
般
的
な
農
村
経
済
事
情
を
概
観
し
た
の
で
弐

に
各
地
域
経
漕
批
曾
の
同
部
構
成
を
観
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

先
づ
↑
}
一
地
域
の
規
模
別
農
家
戸
数
は
第
ご
表
の
如
く
で
・
あ
る
。

第
=
袋
一
一
一
地
域
経
管
読
模
別
農
家
戸
数

昌
反
一
一

T軍
軍

J
-
o

未

満

反

反

-
一
八
戸
歪
戸
一
五
七
戸

九
%
一
六
%
ヨ
一
七
%

天
戸
四
八
戸
一
八
二
戸

七
%
三
%
四
四
%

妻
戸
空
戸
一
四
八
戸

一E
M
F
-

一A
M
F

堅
一
%

北
御
牧
村
八
重
原

百
分
率

三

都

和

村百
分
率

五
郎
兵
衛
新
問
村

百
分
率

一(
γ
l
一一(〕

反一
塁
戸
至
u
h

一
囲
内
戸

=宍
M
N

h
口戸-一EU同

時

以

総

数

量
戸
回
ニ
一
一
戸

六
%
一
D
O
M
F

七
日
戸
回
二
戸

一
%
一
D
O
M

-zE五戸一CDμ

一
八
七



農
村
共
同
健
主
農
家
鰹
管

之
に
よ
る
と
三
地
域
を
通
じ
て
玄

i
一
0
.
Kの
将
管
が
最
大
の
比
重
を

占
め
夫
h

、
八
重
原
一
一
一
七
%
、
一
一
一
都
刑
囚
四
%
、
}
忠
郎
兵
衛
阻
一
一
%
、
を

一
訴
し
多
数
の
中
間
的
な
小
峰
替
の
存
在
学
}
示
し
て
い
ろ
が
、
こ
L
で
百

1

2
0
反
の
割
合
を
と
っ
て
見
る
と
入
室
原
、
一
二
都
和
、
五
郎
兵
衛
各
地
域

夫
h

六
九
、
人

O
、
六
七
戸
、
と
な
り
経
脅
総
数
の
七

O
l入
Oμ
を
零

細
な
小
農
経
管
が
占
め
る
こ
と
を
知
る
。
ト
」
L
で
更
に
三
部
和
と
一
点
郎
兵

衛
一
駒
田
に
つ
い
て
鱈
管
国
務
及
び
所
有
関
係
を
照
合
し
て
見
ょ
う
(
第

三
、
図
表
多
照
U
Q

第
三
表

一
一
久
未
満

-
9
1
1
1
6

一-E

百一・
l
t
五反

器

i
一口一民

一O

一車反

一目
l
L一口氏

}一C
反
以
上

第一一一表

B

一
反
米
溺

一'iゴ一一丸

21E反

晶

l
一口氏

五
郎
兵
衛
新
田
村
鰹
管
銃
模
別
長
家
戸
数
及
川
耕
地
雷
積

農

家

戸

耕

地

総

百

戸

敷

百

耕

地

百

数
(
戸
)
積
(
訂
A
U

分

翠

分

卒

ニ

E

Z

・
一
口
・
一

曲
目
ニ
コ
一

-

z

z

・六

一
一
証
人
一
七
・
円
九
・
九

一
一
也
凪
同
ニ
・
一
四
国
・
0

一
口
六
五
一
一
回
・
問
問
。
・
A

一
向
。
.
一
一
一

0

・六

A 

四
凶

中ハニ
一四八八十ハ

一
一
一
郡
和
村
経
管
規
模
別
農
家
戸
数
及
耕
地
面
積

回

一

一

一

マ

0

0

・0
七

一一回

E
八

六

・

0

マ四人

間
人
]
一
回
{
〕
一
一
・
七
穴
・
0
2

又
一
一
一
四
七
一
四
岡
三
一
世
宗
λ
一一

一
八
八

一0
1一
五
反
一
一
一
一
一
一
五
四
九

一平
l
一

一

口

氏

二

四

四

六

八

三
反
以
上

uu

，

Z
E

第
四
表
自
小
作
別
農
家
縮
数
封
比

五

郎

兵

衛

羽

田

村

三

都

和

村

(
二
十
四
年
八
月
U

(

二
十
四
年
一
一
一
月
ν

自

作

一

六

四

戸

竺

一

一

二

一

戸

H
H

比

巡

‘

岡

山

ハ

・

六

M
F

五
六
・
凶
M
N

白

作

品

品

小

作

一

一

一

一

二

戸

一

四

三

戸

P

比

率

一

一

一

七

・

七

%

一

一

ご

凶

・

八

%

小

作

品

市

自

作

三

九

戸

一

一

六

戸

M
H

比

率

一

一

・

三

%

六

・

一

一

一

%

小

作

一

七

戸

一

O
戸

H
H

比

率

一

回

・

八

%

一

了

五

%

総

数

一

一

一

五

一

一

戸

四

一

一

戸

M
H

比

率

一

0

0

・

O
M
N

一
0
0
・
0
%

郎
ち
古

l
一
五
反
経
脅
の
耕
地
は
一
エ
都
和
、
吉
郎
兵
衛
各
地
域
に
於
℃

央
h

七
四

μ
及
び
入
笠
%
に
及
び
v

凶
作
及
び
自
小
作
を
併
ぜ
た
割
台
は
各

九
一
M
F
及
び
九
一
-
一

μ
と
な
り
、
農
地
調
整
の
結
果
創
出
さ
れ
た
宏

i
一五

反
の
零
細
自
作
及
び
自
小
作
組
管
が
油
命
数
を
占
め
℃
い
る
と
と
を
知
る

の
で
あ
る
。
又
第
器
表
に
ど
っ
℃
コ
一
都
和
村
に
か
け
る
、
一
一
一
一
年
よ
り
ニ

凶
年
え
の
紹
管
制
胡
模
別
推
移
を
見
る
と
と
に
よ
っ
て
農
民
暦
分
解
片
付
徴
揚

でみめ
b
し
か
も
開
極
分
解
で
な
く
て
下
方
に
一
方
的
に
推
移
し
て
い
る
こ

と
を
察
知
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

一回・七
《・口一・一世

一一
一
A
-
E
一

一一・七
千ムハ



第
五
表

都
和
村
経
管
規
模
別
也
氏
家
戸
数
の
推
移

昭
和
二
一
一
年

昭
和
ご
四
年

比

較

¥
l
i
l
i
-
-
1
1
、/
I
l
l
l
i
-
-
l
j
J

戸

数

百

分

率

汽
十
〉
王
(
十
〉
一

汽
十
〉
ご
干
(
+
〉
一
一
一

円
+
)
一
品
(
〕
(
+
)
六

(一)一一
Q

〈一)ゴ一

(
一
一
)
一
八
円
一
)
耳

〔
一
〉
ん
(
一
)
一
一

ヨ
一
一
氏
未
満
一
一
五
戸
六
%
一
一
八
戸
七

μ

吉一
i
吾

氏

一

品

一

一

戸

八

%

史

戸

ご

%

z
l
一
口
一
丸
一
五
一
一
戸
一
一
一
八
%
一
八
一
一
戸
四
四
%

、
一
o
l
一
E

反
三
戸
一
ニ
一
一
芳
三
三
戸
一
弓
%

-五
1
1
5
反

四

一

戸

二

%

一

一

四

戸

六

%

一一口

i=一
口

氏

豆

戸

四

U

月

七

戸

三

%

計

Z

九
九
戸
一
口
o
u
p
同
二
戸
一
C
C
M
N

要
十
る
に
と
の
三
一
地
域
に
お
け
ろ
農
家
路
管
規
模
及
び
土
地
所
有
を
概

観
す
る
時
、
そ
の
七
O
l
八
O
U
月
迄
を
自
作
乃
至
日
小
作
の
五

L
ご
O
反

紹
管
が
占
あ
て
居
り
、
此
の
際
一
式
反
以
下
経
管
を
小
農
下
居
、
ご
O
反
以

上
を
上
底
と
ず
る
た
ら
ば
、
と
の
地
域
に
於
て
ほ
農
家
戸
数
の
七
O
乃
至

へ
訪
問
〉

八
O
%
に
及
ぶ
中
間
問
団
農
家
が
存
在
し
、
農
地
調
整
は
一
町
内
外
を
境
と

し
て
そ
れ
以
上
の
糧
管
を
波
少
さ
ぜ
、
ぞ
れ
以
下
の
経
管
そ
培
加
さ
そ
た

桔
果
零
細
農
家
の
教
は
培
加
し
た
が
、
中
間
暦
の
比
率
は
殆
ん
ど
嬰
佑
し

な
か
っ
た
と
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
は
農
家
鰭
管
規
模
の
一
般
的
零

細
性
で
あ
る
。
今
と
L

に
第
二
表
か
ら
一
町
以
下
の
比
傘
を
三
地
域
の
各

E

に
つ
い
て
求
め
る
と
、
八
重
原
、
一
-
一
都
和
、
百
郎
兵
衛
新
国
に
於
て
夫

h

糧
管
線
数
の
六
ご
%
、
六
一
一
一

μ
、
七
五
%
を
占
あ
℃
い
る
。
従
っ
て
農

家
戸
数
の
六
O
M
F
乃
至
七
O
%
が
一
町
以
下
の
規
模
に
止
ま
っ
て
い
る
謬

農
村
共
同
漣
と
農
家
鰹
替

で
あ
る
。
一
盟
一
毛
作
水
稽
栽
培
地
帯
た
る
こ
の
地
域
の
標
準
糧
管
規
筏

立
下
二
乱
)

は
土
地
面
積
に
し
て
一
一
町
程
庄
と
考
え
ら
れ
る
故
に
、
と
の
地
域
の
農
家

鰹
管
規
模
は
標
準
を
隔
た
る
と
と
遺
か
た
も
の
で
み
め
り
、
特
に
五
郎
兵
衛

新
田
村
の
如
孝
は
宝
反
未
満
の
経
世
宮
が
三
一
二
%
を
占
め
、
し
か
も
全
農
家

戸
数
の
一
二
分
の
一
一
以
上
が
粂
業
佑
し
、
そ
の
相
官
部
分
が
農
業
を
副
業
と

(
計
計
占
h

h

)

ず
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
ム
推
測
し
得
る
の
で
あ
る
Q

さ
て
か
〈
の
如
何
雪
全
数
の
六
O
乃
至
七
O
%
に
も
及
ぶ
著
る
し
い
零
細
-

規
模
農
家
の
存
在
は
、
先
に
述
べ
た
如
ぐ
中
間
暦
が
七
O
乃
至
入
O
%
を

占
め
ろ
事
賓
と
照
隠
し
て
、
各
経
管
に
於
け
る
宮
の
蓄
積
を
最
少
限
に
倭

小
な
ら
し
め
、
同
時
に
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
水
を
中
心
と
す
る
共
同
膿
規

制
の
経
済
的
装
一
紙
を
再
生
産
し
て
い
る
と
見
ら
わ
る
。
"
と
の
結
果
共
同
盟

的
支
国
力
は
比
較
的
小
な
る
経
済
的
基
礎
は
を
以
て
、
支
田
を
打
破
せ
ん

と
す
ろ
内
よ
り
の
カ
ー
ー
そ
の
基
礎
は
経
管
に
お
け
る
努
働
生
箆
カ
の
療

犬
、
商
品
生
産
に
よ
る
宮
の
培
大
な
の
で
ふ
る
が
1
1
Jを
、
零
細
中
間

(
設
七
)

暦
の
経
済
的
不
安
定
を
利
用
す
る
共
同
盟
外
部
よ
り
の
カ
と
共
に
お
し
つ

ぶ
す
の
で
あ
る
。

設
一
長
野
田
腕
農
業
令
編
「
農
業
経
替
規
準
」
昭
和
三
二
年
に
よ
る
。

註
二
火
山
礁
が
水
蝕
さ
れ
て
流
出
堆
積
し
て
生
じ
保
水
性
大
。

設
三
前
向
「
村
共
同
捜
の
再
生
産
構
造
」
七
九
頁
註
に
上
る
。

設
四
そ
の
生
産
力
、
牧
盆
性
の
貧
弱
に
よ
っ
て
鰹
管
の
牧
支
パ
ラ
ン

ス
及
生
活
水
準
に
徐
裕
が
な
く
経
脇
田
が
不
安
定
で
あ

p
、
ゃ
、
ふ
と
も

す
れ
ば
韓
漆
せ
ん
与
ナ
る
傾
向
を
図
家
権
カ
及
び
淘
占
禁
本
の
政
策

と
連
関
宮
せ
勺
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
八
九



農
村
共
同
腹
と
農
家
経
轡

設
五
適
正
経
管
規
模
を
土
地
面
積
か

b
一
義
的
に
定
め
る
こ
と
は
営

を
符
な
い
紡
も
あ
る
が
、

ζ

の
地
帯
で
は
一
、
豆
町
乃
至
二
町
の
土

地
を
経
轡
L
家
有
一
一
銭
を
所
有
ナ
る
も
の
を
以
て
ほ
ど
安
定
農
家
と

し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

宮
山
山
勢
雄
「
農
業
経
管
遁
一
止
規
模
総
'
一
日
本
一
評
論
一
位
、
四
回

O
頁
以

下
及
び
農
林
省
農
業
政
英
局
「
農
村
財
政
に
関
ナ
る
調
資
研
究
報
告
」

昭
和
三
怠
年
二
月
、
一
一
一
一
ご
只
参
照
。

註
六
三
地
域
に
お
け
る
粂
業
農
家
戸
数
マ
と
そ
の
一
農
家
戸
訟
に
釣
ナ
る

比
率
を
示
ナ
と
次
の
如
〈
で
あ
る
。

シ
農
家
戸
数
門
戸
)
品
市
抗
日
市
民
家
戸
数
(
戸
)
百
分
第

八

霊

源

問

一

一

二

七

区

一

七

・

七

一

一

一

郡

和

一

一

一

九

九

一

一

七

一

一

九

・

八

五

郎

兵

衛

新

民

豆

一

丸

二

一

一

一

一

五

=

一

一

八

・

固

な
お
一
一
日
郡
和
に
於
て
は
賞
努
働
を
行
う
も
の
ご
一
一
人
、
し
か
も
内
一

0
・
ぷ
は
之
b

江
主
乏
ナ
る
。
五
郎
兵
布
一
羽
田
は
一
種
余
栄
一
ニ

0
・
四
%

ニ
種
粂
業
八
M
F
で
あ
る
。

計
七
次
察
、
農
家
経
替
の
分
析
(

D

)

山砂原。

回

農
家
経
替
の
分
析

ハ
1
〉
支
え
が
き

経
軒
町
査
の
目
的
は
一
一
面
域
の
農
家
経
菅
を
分
析
検
討
し
て
用
水
規
制

が
個
h

農
家
に
及
ぼ
す
影
響
止
を
特
に
生
産
カ
と
欣
益
性
に
留
意
し
て
構
造

的
に
考
察
し
、
第
一
に
多
少
mu
差
は
あ
れ
苅
氷
規
制
め
存
在
が
農
家
経
管

一
九

O

を
通
じ
て
農
村
構
迭
に
如
何
段
る
影
響
を
呉
え
て
い
る
か
と
い
う
と
と
、

及
び
第
二
に
用
水
構
法
が
技
術
的
に
そ
し
℃
社
曾
的
に
近
代
化
し
て
行
く

場
合
、
農
家
個
h

の
経
管
に
及
ぶ
影
響
は
如
何
な
る
も
の
で
ふ
め
る
か
を
三

地
域
の
比
較
を
辺
じ
て
討
究
ナ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
未
だ
調
査
は

進
行
の
途
上
に
あ
り
、
不
完
全
た
黙
が
多
く
そ
の
補
足
に
今
後
の
問
究
止
を

侠
つ
離
が
少
く
な
い
と
と
を
諒
法
さ
れ
た
い
。

・
一
二
一
地
域
に
於
て
ご
主
戸
即
ち
入
室
尿
一
一
戸
、
一
一
一
郡
和
主
戸
、
主
郎
兵

衛
新
田
村
九
戸
の
農
家
、
を
謹
揮
し
そ
の
各
E
に
つ
ぎ
経
管
及
び
技
術
の

側
面
に
関
す
る
百
ム
作
一
色
一
吉
用
い
て
暗
号
。
と
と
に
よ
り
調
査
い
日
ー

第
七
表
一
一
一
地
域
経
管
規
模
別
農
家
戸
数
及
調
査
農
家
数

毘一以思
!
i
一口一

o
I
Z
-
-一
口
反
十

以
下
反
一
嵐
広
]
一
口
氏
v
以

よ

言

!

-

一

旦

単

一

u

一
一
一

1

3

P

Z
七

%

l

z
ニ
J
m
i
、
六
%
一
0
0
4
月

7
1

一
九
%
!
主
M
F
i
九
%
一
口
口
紅
月

一

一

一

一

一

再

一
山
戸
盟
副
川

1
3一
一
一
円
μ
i
一
%
一
口
口
μ

]
一
(
5
5
v
F
l
g
d
F
1
5
M
N
一
口
口
戸

一

器

一

一

一

九

百一一一一μ

四
ニ

%
l
-
一
五
%
i
一
E
μ

]
一
九
%
'
呉
M
N
l
-
一
五
戸
i
一
8
4
F

『
調
査
農
家
戸
数

八
霊
源
(
農
家
戸
数
比
蔀

{
制
刑
交
戸
数
叫
ん
不

明
一
調
査
提
示
戸
数

一
一
一
郡
和
(
農
家
芹
数
比
率

F

調
査
戸
数
比
率

』
調
査
農
家
戸
数

宝
郎
兵
衛
{
農
家
戸
叡
比
率

f

調
査
戸
数
比
率

第
七
表
に
見
る
如
〈
主
郎
兵
衛
新
問
村
に
於
℃
は
調
査
農
家
の
抽
出
は

ほ
ピ
親
模
別
農
家
分
類
に
則
し
三
都
和
に
於
℃
は
各
暦
一
戸
宛
抽
出
、
八



室
原
は
水
利
組
合
の
抽
出
に
よ
っ
た
の
で
上
暦
に
婦
し
て
い
る
。
以
上
の

抽
出
に
つ
い
て
の
限
定
を
前
提
し
て
経
管
内
容
を
簡
皐
に
考
察
し
よ
う
。

〔

2
)

経
管
内
容
の
考
察

(

A

)

水
田
及
び
桑
園
の
経
管
面
積
中
に
占
必
る
比
率

先
に
と
の
地
帯
に
於
て
ほ
米
作
と
審
議
が
最
大
の
経
済
的
比
一
還
を
握
っ

て
い
る
と
し
U

を
越
べ
た
が
、
農
家
経
管
に
於
て
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

先
づ
八
重
尽
に
於
て
永
田
面
積
の
経
管
面
積
中
に
占
め
る
割
合
は
調
査

一
一
観
音
の
う
ち
最
高
六
一
一
一
%
、
最
低
一
三
一
一
%
卒
均
四
四
%
、
一
二
O
%
墓

が
一
一
一
戸
、
四
O
M
F
蓋
が
四
戸
、
E
O
M
月
一
蚤
が
ご
一
戸
で
・
あ
り
て
水
回
は
粧
管

面
積
の
四
割
乃
至
六
割
を
占
あ
て
い
る
。
一
一
一
郡
和
に
於
て
は
調
昨
一
五
料
管

の
う
ち
最
高
五
七
%
、
最
低
二
五
M
戸
、
不
均
は
四
八

μ
で
あ
る
が
最
大
の

怪
管
ハ
一
二
・
一
一
以
U

の
小
比
率
を
除
い
て
四
戸
の
一
や
均
を
と
る
と
笠
四

%
'
で
あ
っ
て
ほ

Y
1
一2
を
占
あ
て
い
る
と
言
え
る
。
志
郎
兵
衛
新
田
村
に

於
て
は
最
高
八
一
一
一
%
、
最
低
四
五
%
、
平
均
は
百
九
、
六
配
円
で
あ
っ
て
、

氷
田
の
全
経
官
商
積
中
に
占
あ
る
比
容
は
前
二
議
に
比
し
て
大
さ
ぐ
水
田

比
率
は
全
経
管
面
積
の

1
一2
以
上
に
及
ん
で
い
る
。
結
局
人
中
島
原
に
於

て
一
一
一
割
乃
至
宝
割
、
一
-
一
郡
和
に
於
て
一
乱
割
前
後
、
五
郎
兵
衛
新
嗣
に
於
て

は
六
割
乃
至
そ
れ
以
上
で
み
め
っ
て
米
作
は
経
管
内
に
於
て
主
裂
な
地
位
を

占
る
そ
の
比
重
は
渇
ゃ
に
及
ん
で
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
ろ
。

-
次
に
桑
園
商
積
の
畑
面
積
中
に
占
め
ろ
比
率
を
瓦
る
と
入
室
原
に
於
て

は
最
高
八
一
一
一
%
、
最
低
一
一
一
一

μ
、
平
均
百
一

μ
、
一
町
豆
反
前
後
の
一
}
一
経

管
に
於
℃
は
六

0
・
一
一
一
%
で
あ
り
、
二
一
郡
和
め
場
合
に
は
最
高
七
七

μ、

最
低
四
四
%
、
不
均
王
四
%
で
る
る
が
蕊
反
以
下
の
一
幌
管
に
於
て
は
養

農
村
共
同
棋
と
農
家
粧
品
百

震
を
行
っ
て
い
な
い
。
又
五
郎
兵
衛
新
田
村
で
は
最
高
九
九
%
、
最
低
回

二
%
、
本
均
八
二
一

μ
で
あ
っ
て
三
都
和
と
閉
じ
く
五
反
以
下
の
一
経
営
は

養
護
を
行
わ
な
い
。

と
の
五
反
以
下
樫
管
は
爾
者
共
に
栄
祭
政
ス
を
以
て
家
計
を
補
助
す
る

飯
米
農
家
的
存
在
で
あ
っ
て
、
一
隠
と
の
地
域
に
於
け
る
下
向
酌
分
解
傾

向
の
設
五
、
と
見
る
と
と
が
出
旅
る
。

か
く
し
て
八
重
原
、
一
一
一
郡
和
、
五
郎
兵
衛
軒
町
各
地
拭
に
於
て
一
楽
園
は

そ
れ
λ
¥五
O
乃
至
入
O
M
'
を
畑
作
中
に
占
め
て
い
る
。
と
の
結
果
知
の

他
の
部
分
は
ほ
Y
自
給
野
奈
川
U

生
産
に
宛
℃
ら
れ
て
い
る
と
見
て
良
い
で

ら
ろ
号
。
た
Y
入
室
田
師
、
一
)
一
都
和
の
一
町
五
反
以
上
f

の
経
管
に
於
く
は
薬

用
人
参
、
果
樹
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
居
り
、
現
金
収
入
の
上
に
和
賞
の
比

重
(
一

o
l一
一
一
O
%
)
を
占
必
る
こ
と
は
注
意
ぜ
ね
ば
な
ら
な
い
。
要
す

る
に
翠
費
は
一
一
一
地
域
一
を
通
じ
て
農
家
経
替
に
大
き
た
比
室
今
一
占
砂
、
先
に

趨
ぺ
た
米
の
栽
培
、
と
並
ん
で
農
家
収
入
の
沼
山
永
の
大
宇
を
形
成
し
て
い
る

、ζ
一
言
え
る
で
あ
ろ
R
ノ。

き
て
以
上
の
考
察
の
柏
長
ー
に
し
て
と
の
一
}
一
地
域
を
通
じ
て
農
家
糧
管
は

ほ
Y
相
似
た
構
誌
を
持
、
%
、
米
作
を
主
と
し
養
議
を
以
て
補
う
零
細
規
模

経
管
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

〈

B
)

努
働
手
段

そ
と
で
弐
に
探
検
]
の
利
用
す
る
努
働
手
段
に
つ
い
て
観
察
す
る
と
八
重

原
に
於
げ
る
一
一
一
也
管
は
一
極
管
を
掠
号
線
℃
役
牛
若
く
は
馬
を
所
有
し

て
い
る
。
内
欝
は
馬
一
を
も
て
る
も
の
一
一
一
経
営
、
役
牛
を
有
す
る
も
の
七

組
管
と
た
め
特
に
一
町
七
反
を
精
管
す
る
一
樫
管
の
如
き
は
お
一
、
役
牛

大』



耐
久
村
共
同
時
と
農
家
終
勝
目

つ
を
有
し
て
い
る
。
入
室
原
ば
採
草
地
に
比
較
的
恵
ま
れ
て
役
畜
の
飼

主
が
組
山
口
問
数
の
法
家
に
行
わ
れ
て
廃
り
、
特
に
詞
査
の
封
曲
明
浩
次
は
上
野

で
あ
り
た
開
伝
土
、
殆
ん
ど
妊
な
み
に
所
有
し
て
い
る
。
奏
機
具
に
就
て

ほ
電
動
践
を
個
別
に
所
有
す
る
も
の
ご
経
管
、
動
力
脱
穀
機
は
約
字
数
が

使
用
し
て
お
り
、
そ
の
他
の
多
く
は
共
同
所
有
利
用
の
形
制
限
全
と
っ
て
い

ろ
。
誠
一
制
機
怖
い
官
カ
利
月
の
双
用
翠
七
、
翠
用
笠
田
で
あ
っ
允
。
以
上
が

島
地
区
の
富
農
暦
の
観
察
で
品
め
る
か
ら
入
室
鼠
一
般
に
就
℃
は
次
の
如
く

言
え
?
Q
で
お
ろ
号
。
即
ち
一
線
じ
て
府
誌
は
動
力
利
用
に
入
り
つ
L

あ
う

が
、
耕
↑
問
中
耕
は
人
カ
利
却
の
帥
段
階
に
停
ま
り
上
野
に
於
亡
一
郎
畜
カ
刺

用
が
行
わ
れ
て
い
る
と
b

従
り
て
農
作
誌
は
態
系
と
し
て
見
れ
ば
入
力
判
到
の
段
階
に
お
る
と
見

℃
長
い
で
品
の
ろ
う
。
技
術
制
盗
に
よ
る
新
技
術
(
ニ
・
同
・

D
、
用
国
汲
折

衷
古
代
、
の
掠
舟
)
導
入
の
志
向
は
徴
弱
で
あ
る
。

一
一
一
一
市
和
に
於
℃
ば
調
主
農
家
数
ym一
限
ら
れ
て
い
る
潟
に
務
古
川
町
と
は
一
一
一
同

い
得
ぬ
が
、
最
大
の
ご
町
以
上
の
経
管
に
於
て
は
電
動
構
、
石
位
一
費
動
機

各
一
、
双
用
翌
二
、
動
力
脱
穀
機
一
、
を
有
し
馬
一
、
役
牛
一
を
飼
養
し

一
」
目
的
む
、
立
問
力
段
階
と
脅
し
て
は
最
高
に
注
し
動
力
也
の
撲
に
泣
づ
い
℃
い

る
が
、
他
の
包
粧
管
に
於
て
は
役
牛
各
一
、
学
役
牛
乳
牛
一
、
役
一
世
h
T
飼

養
ぜ
ざ
る
も
の
一
路
管
と
な
り
、
一
}
一
都
和
村
(
一
一
一
九
九
諮
管
)
の
役
出
回
線

数
が
一
九
一
-
一
、
で
あ
る
こ
と
を
考
え
併
ぜ
る
と
一
般
的
に
は
未
だ
人
カ
段

階
か
ら
潜
カ
段
階
え
の
過
渡
期
間
J
3
3
と
い
っ
て
良
い
で
ふ
の
ろ
う
。
燥
機

兵
の
所
有
利
用
度
は
低
い
と
い
え
る
。

技
術
調
杏
む
併
せ
℃
唱
の
え
る
と
新
技
術
導
入
め
志
向
は
入
賞
尽
に
勝
る

九

が
農
家
に
徐
裕
な
く
路
管
が
之
が
一
許
き
ぬ
と
一
出
回
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

現
郎
兵
衛
新
町
村
に
於
て
ば
乳
牛
は
み
北
村
で
僅
に
一
一
一
斑
、
役
牛
は
経
管

農家一一一

E
O戸
に
出
し
一
一
{
八
回
、
一
一
訴
が
和
よ
り
低
山
郊
で
あ
る
。
決
機
日
刊

は
会
村
で
電
動
機
一

O
、
石
油
都
民
動
機
玉
、
動
カ
脱
穀
機
豆
、
籾
摺
機
三

双
問
問
翠
人
六
で
ら
わ
調
査
費
家
に
よ
っ
て
見
る
と
、
九
括
管
中
役
牛
を
飼

(
諮
問
)

養
ナ
ノ
る
も
の
三
、
借
午
す
ろ
も
の
一
、
罰
p

刀
脱
穀
機
そ
個
別
に
町
布
守
す
る
，

J

も
の
一
、
共
有
す
る
も
の
一
ニ
で
ふ
や
り
、
と
L

に
は
役
宮
、
農
機
具
を
親
戚

知
人
関
係
で
共
有
す
る
形
態
が
目
立
っ
て
い
る
。
新
技
術
に
封
ナ
る
嗣
心
〆

も
一
-
一
都
府
と
並
ん
点
じ
強
い
が
之
を
可
能
と
す
る
個
別
長
家
経
営
¢
競
技
が

特
に
零
細
な
関
係
で
、
多
〈
親
戚
知
人
の
間
に
お
け
る
共
有
、
或
い
は
協

同
約
一
台
的
付
の
町
長
機
国
内
(
電
引
桜
二
一
、
敷
市
川
訟
指
機
一
一
、
経
泊
勢
一
邸
機
一
U

O
利
用
に
腐
ら
J

ざ
る
を
得
ず
、
農
作
茶
花
入
力
段
階
か
ら
一
活
力
段
始
め
間

号
低
迷
し
て
い
る
。

一
}
一
地
試
を
努
川
山
手
段
の
所
有
、
利
用

C
Eか
ち
練
お
じ
て
、
吋
げ
皆
川
説
模

が
零
紘
で
あ
り
旦
り
徐
絡
が
な
レ
と
と
ろ
か
ら
、
新
技
術
な
導
入
?
ろ
志

向
は
見
ら
れ
る
が
、
現
状
は
反
牧
を
高
凡
り
る
需
の
末
端
技
術
の
4

一
市
民
利
用

に
止
44J

っ
て
、
努
働
生
産
カ
ム
ゲ
」
た
か
る
お
お
に
技
術
及
び
崎
町
働
苧
段
を
盟

系
的
に
導
入
利
苅
す
る
と
い
円
根
本
的
な
開
昆
ぞ
顧
み
る
ま
で
に
至
り
て

い
な
い
と
言
り
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

(

C

)

努

働

力

の

同

題

、

〆

八
重
原
地
域
の
調
査
農
家
粧
管
を
観
察
す
る
場
合
、
何
J
一
員
り
℃
J

私自
i

に
立
つ
の
は
ド
一
暦
に
雇
傭
野
働
の
多
い
こ
と
で
あ
る
。
一
関
誌
に
し
て
一
訳

ナ
L

仁
村
川
八
淡
の
如
、
く
な
る
。

， 



第
八
表
パ
君
原
に
、
お
け
る
努
働
雇
傭
怪
管

農
家
呑
競
合
)
三
一
)
汽
一
一
一
)
円
四
)
〔
五
〉
円
六
)
〈
七
〉
{
パ
八
)

終
的
宵
規
模
(
反
)
一
二
、
。
一
七
、
五
一
七
、
。
一
穴
、
二
五
、
五
一
五
、
四
コ
一
、
。
一
一
一
一
五

年
同
日
雇
線
放
(
人
)
一
き
一
一
口
一
五
一
三
き
一
旦
一
口
き

一

年

一

層

欽

(

人

)

}

農

地

改

革

前

地

主

由

た

p
し

も

の

@ 

自

日

也

こ
の
地
域
は
年
延
四

0
0
0人
の
努
働
を
必
妥
と
す
る
一
一
八
重
原
壌
の
ふ
め

る
聞
係
で
特
に
ど
の
蛭
管
も
年
間
宏
、
六
、
七
、
八
月
及
一

O
月
、
手
間
、

(
労
働
〉
不
足
に
悩
み
調
査
し
た
一
一
札
農
家
中
入
農
家
、
か
と
の
胡
聞
に
日

雇
及
び
季
節
雇
を
雇
傭
す
る
が
そ
の
努
貨
は
水
利
労
働
を
易
準
と
す
る
場

合
一
日
蛍
り
一
一
1
0国
で
あ
る
。
と
L

で
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、

と
の
八
経
営
中
六
経
沓
ま
で
が
農
地
改
革
前
に
は
地
主
で
あ
り
、
現
在
は

自
作
し
て
い
る
経
管
勺
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
人
草
原
に
お
け
る
大
規
模
経

管
が
多
少
と
も
地
主
富
島
民
的
性
格
を
も
っ
て
い
る
と
と
を
推
測
さ
せ
る
の

で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
指
摘
し
て
お
〈
と
農
家
ハ
一
)
は
小
作
地
を
一
一
民

有
し
、
農
家
三
一
U

は
山
林
二
町
歩
を
、
農
家
円
四
)
本
同
じ
く
こ
町
歩

を
、
農
家
(
五
)
は
五
反
歩
(
改
革
前
は
一
一
、
豆
町
歩
〉
を
、
農
家
門
七
)

仰
い
同
じ
く
一
一
一
、
主
反
を
、
農
家
(
入
)
は
同
じ
く
山
林
二
反
を
所
有
し
て

い
る
。
又
米
生
産
費
調
査
念
品
位
照
ず
お
と
そ
の
賃
銀
水
準
が
入

O
l九
百

ztzd 

国
吉
町
配
っ
て
家
族
労
働
一
日
合
り
許
俊
一
一
五
固
と
比
較
し
て
も
叉
用
水

労
働
の
賃
銀
一
一
1
0菌
、
と
比
較
し
て
も
者
る
し
ぐ
低
い
と
一
言
え
る
。

次
に
三
都
和
に
移
る
し
ど
一
ご
町
一
一
民
を
耕
作
す
る
最
大
輝
管
に
鈴
て
は
年

農
村
共
同
種
と
農
家
経
替

日

震
二
人
、
日
雇
一

O
入
、
を
雇
傭
し
家
族
四
人
で
就
耕
人
員
ば
一
一
人
で
あ

る
か
ら
既
に
自
家
就
耕
人
員
と
匹
敵
苧
る
雇
傭
努
働
カ
使
用
の
事
震
を
示

し
て
い
る
が
山
林
を
三
町
一
ニ
一
民
所
有
す
る
熟
よ
り
見
て
之
ま
セ
爪
重
原
と

同
じ
く
地
主
室
長
と
推
察
さ
れ
る
。
然
し
乍
ら
経
管
規
模
の
黙
で
注
目
さ

る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
②
他
に
一
町
四
畝
を
耕
作
し
山
林
宏
反
を
所

有
す
る
経
管
に
於
て
日
雇
一
一
一

O
人
を
使
用
し
て
い
る
。
日
雇
賃
銭
は
盤
湾

壌
の
水
利
労
働
む
準
巳
て
一
日
二

O
O圏
一
を
標
準
と
す
る
。
吉
郎
呉
街
新

田
村
に
於
亡
は
殆
ど
親
族
努
働
の
手
助
け
の
形
態
が
見
ら
れ
る
程
度
で
あ

る
が
、
と
L
で
は
入
反
を
所
有
し
豆
、

λ
反
を
貸
付
け
て
い
る
零
細
地
主

解
管
に
於
て
、
年
一

O
人
の
季
節
雇
を
一
一
ニ

O
闘
の
賃
銀
で
雇
う
の
が
自

に
つ
〈
。

八
重
原
に
於
て
は
粂
業
日
雇
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
一
一
一
都
和
及
び
五
'

郎
兵
衛
新
田
で
は
笠
反
以
下
の
経
管
に
、
家
計
補
助
の
潟
、
日
濯
に
出
る

農
家
が
出
て
来
て
い
る
。

以
上
の
観
察
に
よ
っ
て
ご
く
大
づ
か
み
に
次
の
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ

歩
行
ノ
。

入
室
原
の
大
規
模
怪
管
に
は
地
主
自
作
宮
演
が
多
ぐ
入

O
乃
至
九
O
腐

の
低
廉
な
労
賃
で
季
節
雇
を
豆
、
ム
ハ
、
七
、
八
月
及
び
一

O
月
の
繁
忙
期

に
相
山
口
回
数
雇
傭
す
る
。

と
の
場
合
の
低
廉
な
労
賃
は
、
八
重
原
地
匿
の
水
利
努
儲
が
↓
日
一
五

O
園
以
下
に
許
復
さ
れ
て
い
る
事
震
と
共
に
、
共
同
鐙
の
枠
内
に
お
け
る

人
間
労
働
の
評
俊
が
特
に
切
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
と
と
を
端
的
に
示
し
、

雇
傭
関
係
に
極
端
問
的
に
割
切
れ
ぬ
何
物
か
Y
存
在
す
る
こ
と
を
暗
示
し
た

一九一一一



農
村
共
同
践
と
農
家
緩
管

い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
皐
に
一
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
糧
管
内
の
米
作
勢

働
の
投
下
量
が
一
一

0
0
0時
間
に
上
る
勢
働
集
約
を
一
一
却
し
調
査
農
家
の
総

て
が
宝
、
六
、
七
及
び
一
O
月
に
於
け
る
非
常
な
繁
忙
を
訴
え
て
い
る
こ

と
に
照
ら
し
て
、
八
重
原
地
底
が
祁
蛍
な
努
働
集
約
農
業
を
行
い
、
し
か

も
用
水
の
駁
得
及
管
理
の
特
殊
性
が
と
の
事
情
を
加
重
し
て
い
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
以
上
述
べ
た
こ
と
か
ら
と
の
地
域
の
農
業
経
管
は
或
い

は
東
北
型
農
業
鶴
管
に
近
い
と
言
い
得
る
の
は
で
ふ
る
ま
い
か
。

所
で
一
一
一
都
和
、
主
郎
兵
衛
新
田
南
地
域
は
既
に
述
べ
た
如
〈
一
般
的
に

は
入
室
原
地
域
と
同
じ
〈
停
滞
性
を
示
し
て
一
い
る
が
、
入
重
原
に
比
し
て

や
L
進
ん
だ
段
階
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
豆
郡
兵
衛
新
田
村
に

於
て
は
、
規
模
が
零
細
佑
し
そ
の
末
端
に
於
℃
人
口
一
減
少
が
起
つ
℃
い
沌

へ
註
穴
J

と
F
↓
)
願
者
な
粂
業
化
が
見
ら
れ
る
と
、
と
及
び
一
躍
管
山
口
回
り
努
働
時
間
ヵ

少
い
い
」
目
、
そ
し
て
家
族
努
働
に
よ
る
肥
料
集
約
的
な
経
管
が
行
わ
れ
て

い
る
等
、
定
等
は
八
重
一
原
に
対
比
し
て
見
る
時
ま
さ
に
関
脇
的
で
あ
っ
て

と
L

に
審
問
し
て
顔
る
大
躍
に
言
う
役
ら
ぼ
こ
L

に
お
け
る
糧
管
は
一
歩

「
託
畿
型
」
の
段
階
に
近
づ
い
て
い
る
と
安
一
日
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し

て
一
一
一
都
和
は
そ
の
中
間
に
あ
る
が
、
何
れ
か
と
い
え
ば
五
郎
兵
衛
新
田
の

段
階
に
近
い
と
一
=
守
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

〔

D
〉
経
管
政
支
に
就
て

農
家
粗
放
入
に
就
て
全
地
域
を
滋
観
す
る
と
、
二
町
以
上
の
経
管
に
於

て
は
三
十
官
両
国
以
上
、
一
町
五
反
以
上
二
町
ま
で
の
鰹
管
は
二
十
蔦
i
一
一
一

十
鳶
菌
、
一
町
以
上
一
町
古
反
ま
で
で
は
十
三
高
l
ご
十
蔦
圏
、
一
町
以

下
が
宝
高

i
十
高
国
程
度
の
現
金
収
入
を
有
し
そ
の
大
命
が
米
と
繭
に
紋

一
九
四

存
ず
る
。
供
出
そ
の
他
を
併
せ
て
米
は
約
豆
O
M
畑
、
繭
が
こ
O
%
、
鶴
り

一
一
一
O
%
が
曲
者
類
.
養
畜
、
特
用
作
物
等
と
な
る
。

さ
て
一
一
一
地
匿
の
比
較
の
符
に
経
管
放
耕
人
員
一
入
賞
り
米
生
産
額
の
地

区
別
不
均
を
と
る
と
、
八
重
原
は
七
・
八
九
石
、
一
二
都
和
で
は
入
・
O
二

石
、
五
郎
兵
衛
新
国
で
は
九
・
一
石
と
な
り
叉
桑
園
反
骨
回
り
の
牧
繭
量
を

地
直
毎
に
比
較
す
る
と
、
吉
郎
兵
衛
新
国
は
八
重
原
の
約
一
}
一
倍
、
一
一
一
郡
和

の
一
・
四
倍
を
一
烈
し
五
郎
兵
衛
新
田
村
の
極
管
は
米
作
、
養
賞
、
共
に
他

の
ご
地
域
に
比
較
し
た
場
合
世
間
い
生
産
性
を
一
訴
し
、
一
ご
郡
和
地
一
極
が
之
に

次
い
で
い
る
ー
ま
た
警
の
多
様
化
指
数

γ
と
っ
て
地
麗
毎
に

Zを
比

較
す
る
と
八
笠
原
が
最
大
で
四
・
二
一
、
一
一
一
郡
和
之
に
次
い
で
四
・
O
七

五
郎
兵
衛
新
田
村
で
は
一
日
了
一
一
七
で
あ
っ
て
最
小
で
あ
る
。
稔
り
て
三
者

を
一
週
じ
八
重
原
に
お
け
る
経
管
の
組
織
は
最
も
多
様
佑
し
℃
お
り
笠
郎
兵

衛
新
田
村
の
経
管
の
組
織
は
最
も
軍
一
化
し
て
い
る
。
八
重
原
に
於
て
は

畑
作
が
相
蛍
の
割
合
を
占
め
、
之
に
反
し
て
五
郎
兵
衛
新
田
に
於
て
は
米

と
繭
に
糧
管
は
釜
と
皐
一
化
ず
る
傾
向
に
あ
る
。
之
は
米
と
繭
に
つ
い
て

の
み
の
観
察
で
は
あ
る
が
、
一
志
郎
兵
衛
新
田
村
の
農
業
経
管
の
商
品
生
震

が
八
重
原
に
比
し
て
選
ん
で
い
る
と
と
を
示
し
て
い
る
。

・
次
に
農
業
支
出
に
於
て
最
大
の
比
率
を
一
訴
す
の
は
肥
料
費
で
ら
っ
て
三

地
帯
を
遜
巳
て
農
業
支
出
の
三
宮
%
程
度
を
一
示
し
農
業
衣
刷
新
費
が
こ
O
l

ご
一
I
M
F
を
一
訳
じ
て
之
に
つ
ま
、
長
具
費
七
i
一
O
%
、
賃
銀
は
八
重
原
、

一
-
一
都
和
に
於
て
玄
!
一
O
%
を
示
し
て
い
る
。
家
計
費
に
於
℃
は
飲
食
費

が
そ
の
四
O
l
豆
O
M
戸
、
文
化
数
育
讃
か
七
l
一
E
M
N
で
之
に
つ
ぐ
。
農

業
支
出
は
金
支
出
の
一
二
O
i
四
C
M
問
、
家
計
費
が
四
O
l
E
o
d
戸
、
公
租



公
課
関
係
が
一
五
%
内
外
と
な
っ
℃
い
る
。

一
一
一
地
域
を
数
比
す
る
と
農
業
支
出
は
玄
郎
兵
衛
新
田
村
、
一
二
都
和
、
八

霊
原
、
の
順
に
大
ぎ
く
家
計
支
出
部
分
は
そ
の
服
に
小
さ
い
。
会
租
会
謀

の
比
率
は
三
都
和
が
全
支
出
の
一
入
・
一
一
で
設
も
室
く
、
火
が
入
室
原
の

一
六
・
四
%
、
五
郎
兵
衛
は
一
五
・
一
二
%
で
最
も
軽
い
が
一
一
一
部
和
は
教
育

費
寄
附
金
が
負
権
力
に
比
じ
過
大
で
あ
り
入
霊
原
は
水
利
負
融
慣
が
霊
〈
五

郎
兵
衛
は
水
利
、
数
育
の
負
携
が
騒
い
関
係
で
あ
ろ
う
。

一
一
一
地
撲
を
語
じ
て
肥
川
料
費
は
現
金
支
出
中
の
一
五
%
を
占
め
、
一
五

μ

を
怒
え
ニ

odpに
濯
す
る
公
租
公
課
と
共
に
零
細
な
農
家
支
出
の
一
一
一

C
M戸

乃
至
三
宝
M
N
の
一
比
重
を
占
め
モ
い
る
。
と
の
と
と
は
と
の
地
帯
農
家
の
相

蛍
な
供
出
比
府
中
と
楕
佼
り
て
、
零
細
説
模
糧
管
、
と
園
家
擢
カ
及
び
濁
占
資

本
と
の
結
び
つ
き
を
一
示
す
樫
済
的
表
現
を
な
し
て
い
る
。
闘
家
織
田
力
及
び

溺
占
資
本
は
こ
L
に
、
経
管
に
安
定
を
飲
く
零
細
中
間
暦
農
家
を
と
ら
え

得
る
の
で
あ
り
、
水
を
製
機
と
ナ
る
村
溶
共
同
睦
的
規
制
の
存
在
は
、
停

統
主
義
的
に
志
向
す
る
零
細
中
間
暦
農
家
を
再
生
産
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

そ
の
主
要
な
内
夜
的
係
件
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。

ハ
E
U

農
家
路
管
の
構
法
類
型

以
上
越
ぺ
て
ぎ
た
こ
と
を
一
一
一
地
域
を
遜
じ
℃
縮
括
す
る
と
、
農
業
組
牧

入
の
源
泉
で
あ
る
米
及
び
繭
の
生
産
鶴
は
土
地
蛍
り
に
し

τ五
郎
兵
衛
最

(
討
究
〕

も
誌
ぐ
、
一
一
一
都
和
之
に
つ
夕
、
八
重
原
は
段
低
位
に
あ
る
。

し
か
も
努
働
の
多
投
は
明
八
重
原
に
於
て
最
も
甚
だ
し
ぐ
、
一
二
郡
和
、
軍

郎
兵
衛
は
慈
か
に
之
に
及
ば
な
い
。
管
蹴
震
に
封
ず
る
用
水
の
制
約
も
之
に

同
じ
〈
入
重
原
に
現
わ
れ
、
一
二
都
和
に
於
て
は
還
に
蹴
じ
、
五
郎
兵
衛
は

農
村
共
同
慢
と
農
家
極
轡

技
術
的
に
い
っ
て
殆
ん
ど
之
を
倹
〈
と
言
う
に
抵
い
状
態
で
あ
る
。
之
を

端
的
に
一
訴
す
の
が
用
水
費
負
携
で
あ
っ
て
、
反
蛍
八
重
原
に
於
て
一

0
0

0
園
以
上
、
三
都
和
一
一

0
0閤
程
度
、
五
郎
兵
衛
九

O
i
一
0
0固
と
な

っ
て
い
る
。

か
く
し
て
ご
一
地
域
を
比
較
す
る
場
合
農
業
経
管
の
放
益
性
は
生
産
朝
、

労
働
投
下
、
管
農
組
織
、
用
水
制
約
等
を
考
察
す
る
時
、
主
郎
兵
衛
最
も

高
〈
三
都
和
、
八
重
原
が
之
v
h

つ
ぐ
と
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

所
で
、
既
に
油
ベ
た
如
〈
入
室
原
は
犬
盟
務
働
集
約
的
な
東
北
型
農
業

幌
管
地
帯
と
考
え
ら
れ
、
五
郎
兵
衛
は
よ
り
零
細
で
は
あ
る
が
家
族
努
働

中
心
の
近
畿
型
農
業
経
管
地
帯
に
近
づ
い
て
居
り
、
そ
の
中
間
に
三
郡
和

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
農
家
溜
管
の
構
造
は
同
様
に
停
滞
的
で
は
ふ
る
が
、

人
草
原
地
域
よ
り
豆
郎
兵
街
地
域
に
そ
の
綾
田
照
系
列
を
辿
り
得
る
で
あ
ろ

ろ
。
そ
の
際
三
都
和
が
中
間
項
を
な
し
明
八
重
原
よ
り
五
郎
兵
衛
に
至
悼
の
過

渡
段
階
を
な
す
と
誉
え
ら
れ
ぬ
台
あ
ろ
う
か
。

位
じ
以
上
の
経
管
型
の
観
察
は
怠
く
ま
で
も
現
在
進
行
中
の
調
査
の
過

渡
段
階
に
於
て
の
も
の
に
過
智
子
'
、
将
来
調
査
の
一
一
騎
の
進
行
に
よ
っ
℃

或
い
は
補
完
さ
れ
或
い
は
訂
正
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
附
記
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。

設
一
経
替
は
と

L

で
は
小
商
品
生
産
の
概
念
で
あ
る
。
経
替
に
つ
い

て
は
之
を
小
商
品
生
長
並
に
安
本
制
生
産
の
概
念
と
現
併
し
て
差
文

-
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

設
二
経
勝
同
牧
交
の
構
成
は
之
を
調
査
ナ
る
場
合
一
嬢
次
の
如
〈
分
類

し
た
。

一
九
五



農
村
共
同
捜
E
農
家
経
符

A
、

支

出

(
一
)
農
業
経
轡
費
(
種
子
種
省
議
穏
費
、
農
薬
肥
料
費
、
轡
農
往

宅
費
、
農
業
衣
料
費
、
農
具
費
、
飼
料
費
彼
苔
農
具
賃
借
料
、

動
力
光
熱
費
)

〈
一
一
)
家
計
品
質
ハ
生
計
飲
食
費
、
被
般
家
、
建
築
夜
、
家
具
什
器
費
、

女
化
数
育
費
、
警
療
費
U

(
一
己
中
間
支
出
(
交
際
費
、
放
行
袋
、
終
業
費
、
共
め
他
)

B
、
八
公
租
公
朝
開
(
図
設
、
燦
粉
、
村
氏
税
、
寄
附
金
、
水
刻
費
、
郵

務
協
議
開
質
)

c、
牧

入

ハ
一
)
農
業
組
枚
入
ハ
米
、
義
援
、
大
小
麦
、
議
類
、
養
著
、
特
用

作
物

i
薬
用
人
参
・
果
樹

l
u

c一
)
山
林
牧
入

(
一
一
一
〉
財
産
般
入

(
図
)
努
賃
牧
入

但
し
関
枚
入
の
算
定
は
推
定
に
よ
っ
た
。

註
一
一
一
農
林
省
農
議
改
一
一
災
局
「
農
村
財
政
に
蹄
ナ
急
調
査
研
究
報
告
」

一
一
四
頁
、
農
機
具
の
頃
参
照
。

議
四
養
護
準
備
資
金
五
潟
図
を
用
い
ろ
五
郎
兵
衛
新
田
村
の
士
長

家
、
桑
の
運
搬
の

mM
に
賃
借
料
一
日
六

0
0同
闘
を
掠
っ
て
佼
牛
を
借

り
る
。
養
毅
卒
業
化
の
傾
向
を
表
以

L
得
る
。

誌
五
米
作
水
同
商
務
関
反
一
畝
の
結
晶
官
に
於
て
米
作
帥
労
働
日
数
、
一

一
九
・
四
七
日
、
家
族
鯵
働
一
九
七
・
一
七
日
、
雇
傍
働
二
一
了
一

一
九
六

八
日
、
家
族
一
自
営
一
一
豆
腐
、
一
麗
努
働
一
日
蛍

P
八
二
闘
で
る

句

h
v
o

註
六
前
倒
即
註
六
参
照
。

註
七
五
郎
兵
衛
新
聞
村
の
採
竿
と
見
ら
れ
る
一
町
経
饗
農
家
に
於
て

米
作
所
要
務
働
一
一

0
0
時
間
、
反
蛍
二
五
・
六
日
で
あ
る
。

註
八
角
悼
W
4
0門
田

w
q
g仏
2
経
管
内
に
組
み
合
さ
れ
た
各
組
織
か
ら
の

総
牧
入
が
終
替
の
金
総
収
入
に
占
め
る
割
合
を
求
め
そ
の
割
合
在
自

乗
し
そ
の
自
乗
し
て
得
一
た
敷
凌
令
計
L
で
そ
れ
で
一
役
除
ナ
る
こ
E

に
よ
日
曜
何
ら
れ
、
遁
常
A
V

況
模
綬
肱
官
制
転
中
〈
で
あ
る
。
前
向
「
農
業
経

路
同
遺
五
規
模
論
」
二
主

O
一
長
参
照
。

註
九
之
主
一
熔
一
ホ

L
て
い
る
も
の
と
し
て
三
地
域
米
作
課
秘
基
準
を

一
不
ナ
左
永
の
如
〈
で
あ
る
。
水
臼
一
一
民

八
七

O
O
閲

八
一
四
二
国

七
二
六
九
四
回

主
郎
兵
衛

一一一郡和

北
御
牧五

村
落
共
同
謹
と
農
家
経
轡

桑

畑

一
五
五

O
E

一
玄
一
九
回

一
四
五
六
国

以
上
に
分
析
し
た
こ
ど
に
よ
っ
て
こ
の
三
地
域
各
ξ

に
お
け
る
農
村
経

済
及
び
実
家
経
管
は
一
躍
停
滞
的
で
は
ら
る
が
し
か
も
そ
の
段
階
に
差
蓮

が
あ
り
人
設
尿
は
最
も
後
れ
三
郡
和
、
五
郎
兵
衛
は
そ
れ
よ
り
も
や
L
進

ん
で
い
る
と
い
う
と
と
が
言
、
え
る
で
あ
み
う
。
む
か
も
量
的
で
あ
る
の
み

な
ら
ず
質
的
に
も
相
蒸
し
た
閣
を
見
せ
て
い
る
@
h
ω

論
慨
に
述
べ
た
如
く



三
者
の
用
水
構
造
、
水
長
に
は
差
が
あ
る
o
五
郎
兵
衛
は
河
川
を
二
皐
程
度

の
用
水
路
に
よ
っ
て
引
水
ず
る
故
に
そ
の
橋
治
に
臆
じ
て
最
も
水
量
豊
富

で
あ
り
、
一
一
一
郡
和
の
場
合
は
一
一
塁
の
盤
禅
師
切
に
よ
っ
て
湧
水
を
山
の
尾

根
侍
い
に
引
水
し
、
主
郎
兵
衛
相
官
程
で
は
な
い
が
水
廷
は
比
較
的
堕
震
で

あ
る
。
し
か
し
入
室
原
に
於
て
は
一
三
塁
の
最
長
距
離
を
山
の
中
腹
俸
い

に
蛇
行
す
る
用
水
路
に
よ
っ
て
引
水
ず
る
関
係
、
上
漏
水
多
く
、
し
か
も
そ

の
源
流
を
河
川
で
も
泉
で
も
な
い
皐
た
る
浮
水
に
求
め
る
故
に
水
量
も
不

足
す
る
。
貯
水
路
の
長
短
、
用
水
量
の
多
少
、
月
水
路
橋
治
の
優
劣
は
勿
論

と
φ
自
然
的
基
礎
を
な
し
て
い
る
が
と
の
疑
問
に
資
す
る
解
答
の
総
て
を

つ
ぐ
さ
な
い
。
と
L

で
一
二
本
の
用
水
路
を
基
礎
L
し
し
て
そ
の
上
に
、
叉
周

囲
に
織
り
な
さ
れ
る
批
曾
関
係
で
あ
る
村
落
共
同
践
の
構
治
が
考
え
ら
れ

ぬ
ば
な
ら
な
い
。
八
重
原
の
場
合
、
永
の
管
日
航
制
は
最
も
厳
箆
で
あ
り

之
は
用
水
修
理
の
局
に
必
妥
と
十
る
務
倒
量
廷
四

0
0
0人
に
相
躍
す
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
自
己
の
民
有
水
田
を
濃
減
ず
る
小
水
門
と
践
も

各
農
家
は
そ
の
管
理
の
総
て
を
水
利
組
合
の
水
番
に
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
之
に
悶
れ
る
と
と
も
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
J

と
の
様
な
場
合
に

穏
作
の
濯
水
、
排
水
そ
し
て
之
を
前
提
J
一
ず
る
諸
作
業
は
総
て
間
接
に
統

制
宅
交
け
従
っ
て
稲
作
の
全
作
業
態
系
J
H
之
を
通
じ
て
規
制
さ
れ
る
。
こ

の
時
新
品
種
の
翠
火
、
一
了
四
・

D
の
使
用
等
は
果
し
て
そ
の
農
家
の
玄

関
ず
る
如
長
泉
主
げ
ね
る
で
あ
ろ
う
か
。
又
稲
作
作
業
で
繁
忙
極
ま

る
時
期
に
長
途
不
完
全
企
用
水
路
の
管
理
、
補
修
の
篤
に
用
水
作
業
に
労

働
人
民
を
留
か
'
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
の
泊
域
個
h
m民
家
の
労
働
岨
閥
系
は
完
全
を

到
底
期
し
得
ぬ
と
と
は
明
白
で
‘
あ
ろ
う
。
一
や
均
一
長
家
の
米
作
努
倒
日
数

農
村
共
同
世
と
農
家
鰹
管

が
二

0
0
0時
間
に
，
上
る
と
と
も
立
な
る
か
な
で
あ
る
。
蛍
然
の
結
果
と

し
て
そ
の
綜
合
成
果
た
る
経
営
内
容
は
三
地
域
中
最
も
不
均
衡
を
結
果
ず

る
。
八
重
原
に
於
け
る
農
家
経
管
が
そ
の
水
利
共
同
盟
か
ら
受
け
る
盤

一
カ
は
、
量
的
に
は
沢
一
首
一

0
0
0闘
を
上
廻
る
用
水
費
負
握
と
年
間
一
極

管品目回り…一一

0
0時
聞
に
も
達
す
る
水
利
努

ωに
現
わ
さ
れ
、
質
的
に
は
阻

害
さ
れ
る
稲
作
技
術
盟
系
、
或
い
は
俸
抗
主
義
的
措
刀
働
支
配
形
式
に
混
わ

れ
、
従
っ
て
農
家
経
管
は
低
熊
労
働
集
約
的
地
主
経
管
を
典
型
と
す
る
東

北
型
経
管
地
帯
と
た
り
、
そ
の
低
い
生
産
カ
は
三
地
域
中
最
も
強
固
な
そ

む
共
同
盟
的
規
制
を
打
破
し
得
ず
年
h

そ
の
関
係
を
再
生
産
す
る
に
終
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

三
都
和
村
に
於
て
は
八
重
原
の
場
合
に
比
し
そ
の
壌
の
構
誌
が
優
れ
て

お
り
之
に
醸
じ
て
そ
の
管
理
、
楠
修
に
要
す
る
負
絵
本
簡
易
腫
誠
化
し
年

間一一一

O
O人
に
見
ら
な
い
務
倒
を
要
す
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
腫
抽
航
さ

れ
た
と
は
言
え
そ
れ
は
λ
重
原
に
均
し
て
な
の
で
あ
っ
て
そ
の
停
統
主
義

的
な
支
配
の
及
ぼ
す
影
響
と
零
細
規
模
農
家
経
営
に
及
ぼ
す
負
携
は
未
だ

祁
常
な
も
の
が
あ
る
。
先
づ
前
渚
に
就
て
之
を
言
え
ば
、
廻
し
水
制
(
大

庄
倒
人
の
一
紘
一
昨
日
し
た
管
現
能
力
に
よ
ワ
て
村
氏
一
筆
毎
の
問
に
就
て
分
水

量
が
決
定
さ
れ
村
民
の
要
求
に
膝
じ
て
許
可
さ
れ
る
制
度
〉
の
繁
雑
な

貼
、
水
利
努
倒
、
水
番
に
践
し
て
の
種
h

の
慣
習
等
が
事
げ
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
之
が
政
治
的
に
叉
経
済
的
に
長
民
に
及
ぼ
し
て
い
る
影
響

は
少
な
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
推
察
し
得
る
。
後
渚
に
就
て
は
用

水
資
反
蛍
二

O
O国
程
度
、
用
水
労
働
は
ご
乃
至
三
年
に
一
度
の
割
合
で

廻
る
程
度
で
怠
っ
て
盆
的
比
重
は
前
渚
に
比
し
て
大
い
に
軽
諒
さ
れ
て
〈

一
九
七
¥



農
村
共
同
樫
と
農
家
経
祭

る
と
は
言
え
糎
管
規
模
に
比
し
セ
相
蛍
の
負
携
を
形
成
す
る
。

主
郎
兵
衛
新
田
村
に
於
て
は
銃
に
、
村
に
於
げ
る
用
水
の
比
重
は
腫
〈

な
り
用
水
労
働
は
み
+
一
村
を
穆
鳴
け
る
ニ
自
の
普
請
と
他
に
薄
氷
期
一
日
、
一

鶴
管
蛍
り
一
一
一
日
と
な
り
用
水
費
負
権
、
も
反
蛍
一

O
O国
政
下
で
あ
り
℃
水

の
雪
ぎ
お
と
す
前
担
代
性
は
殆
ん
ど
梯
試
さ
れ
て
〈
る
。
従
っ
て
と
の
村

に
於
て
は
用
水
下
涜
地
域
に
於
け
る
水
不
足
の
問
題
が
上
流
下
流
地
域
部

落
の
盟
抗
の
問
題
で
起
り
て
古
川
℃
い
る
。
用
水
構
法
の
優
位
に
よ
り
用
水

統
制
は
緩
ん
だ
の
下
あ
る
が
、
そ
の
故
に
き
た
下
涜
上
流
部
落
の
用
水
量

に
地
域
差
が
生
じ
下
流
に
於
て
は
相
営
な
水
不
足
の
扶
態
を
惹
起
す
る
。

之
に
臨
む
て
と
の
地
域
に
於
℃
は
水
田
と
畑
作
を
同
一
一
地
片
の
上
で
交
代

し
て
や
る
も
の
、
誠
い
は
そ
の
徐
裕
の
な
い
場
合
穀
業
化
の
方
向
を
求
あ

る
も
の
等
h
が
生
乙
て
来
て
い
る
。
零
細
農
家
趨
管
が
大
今
を
占
あ
る
と

の
村
に
於
て
は
用
水
規
制
の
楼
ん
だ
結
果
と
も
で
農
民
間
指
分
解
の
溺
甘
す
と

も
見
る
べ
き
現
象
を
牢
一
じ
て
い
る
こ
と
は
注
目
ナ
ペ
含
で
あ
ろ
う
。

上
記
一
一
一
地
域
を
混
ず
る
鶴
識
に
よ
り
て
村
蕗
共
同
盟
と
農
家
糧
管
の
関

係
を
一
躍
述
べ
る
と
と
が
可
糟
で
あ
ろ
う
。
村
落
共
同
種
は
そ
の
共
同
盟

規
制
〔
ζ

の
場
合
水
を
契
機
と
し
て
い
る
〉
に
よ
っ
て
農
家
経
管
の
隣
諸
の

要
素
で
怠
る
臼
然
的
基
礎
、
稜
術
的
係
件
、
努
働
主
鐙
の
↑
)
一
清
を
聞
く
停

滞
的
に
連
関
せ
し
め
一
る
。
そ
の
典
型
は
共
同
盟
橋
治
が
強
悶
で
あ
り
明
白

で
も
ふ
め
る
所
の
八
重
原
に
於
て
一
目
さ
れ
て
い
る
。
と
L

で
は
用
水
の
管
理

統
制
を
あ
ぐ
っ
セ
共
同
盟
!
前
輪
門
ク
ル
ワ

u
l家
族
の
階
層
制
が
総
て
を

貫
徹
し
用
水
の
不
足
に
よ
る
水
田
の
沼
状
、
滋
排
水
機
構
等
の
自
然
的
僚

件、
t

そ
れ
を
器
礎
と
す
る
新
技
術
の
導
入
に
阻
止
的
に
倒
ぐ
技
術
係
件
、

一
九
八

最
後
に
用
水
努
師
、
用
水
管
理
、
用
水
統
制
の
国
を
遁
じ
て
特
に
朗
瞭
に

一
目
さ
れ
る
個
h

農
民
日
努
働
主
瞳
の
寝
る
し
い
俸
統
主
義
的
性
格
、
そ
し

て
之
等
一
一
一
者
の
固
い
蓮
聞
は
農
家
経
脅
面
に
於
て
は
箸
る
し
い
努
働
集
約

に
よ
る
牧
盆
性
H
生
産
カ
の
低
水
準
を
結
果
ず
る
。
し
か
も
零
細
規
模
に

似
合
わ
ぬ
極
度
の
努
働
カ
の
要
求
は
農
家
内
部
に
お
け
ろ
努
働
カ
の
不
必

要
な
保
持
を
必
要
と
し
、
之
が
農
家
人
口
の
他
へ
の
流
出
を
踊
げ
、
零
細

性
と
簿
統
主
義
的
性
格
と
は
相
倹
り
七
農
民
暦
の
雨
極
分
解
を
妨
げ
多
大

な
る
零
細
中
間
層
農
民
を
温
存
ぜ
し
あ
て
い
る
。
と
の
場
合
、
そ
の
農
家

経
時
四
百
日
農
村
経
済
は
合
理
的
理
授
を
歪
め
ら
れ
米
の
留
費
、
議
用
人
世
訟
の

投
機
的
栽
培
に
よ
る
流
通
商
に
お
け
る
貨
鯵
枚
入
の
増
大
な
る
形
を
と
っ

て
再
生
産
を
俸
に
纏
績
し
得
る
に
泊
ダ
な
い
。
停
滞
的
、
と
稽
ず
る
所
以
で

あ
る
。一
)
一
郡
和
及
び
五
郎
兵
衛
新
岡
地
域
に
於
て
は
、
欝
造
は
よ
り
簡
明
な
或

は
進
歩
し
た
形
簡
を
と
っ
て
く
る
が
と
L

で
も
農
家
鰹
管
構
造
内
部
の

賜
期
は
入
室
原
に
比
し
て
異
な
っ
た
形
を
と
る
と
は
い
え
現
れ
来
っ
て
い

る
。
一
一
一
郡
和
の
翠
作
地
帯
に
共
通
す
る
苦
情
、
玄
郎
兵
衛
の
鰹
管
規
模
の
零

細
性
等
に
は
入
藍
原
と
異
っ
た
静
態
に
於
て
で
は
あ
る
が
農
家
糧
管
H
小

商
品
生
産
に
及
ぶ
前
抵
代
的
時
間
存
物
の
影
響
を
物
語
り
、
そ
の
一
部
に
於

て
現
わ
れ
る
農
民
間
揖
分
解
の
型
は
一
様
に
下
向
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

か
く
し
て
一
一
一
地
域
に
於
て
共
同
盤
規
制
は
、
農
家
経
管
に
と
っ
て
褒
展

阻
止
の
重
大
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
大
路
明
ら
か
と
な
っ
た
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
之
を
遁
じ
て
農
地
調
整
後
の
自
作
風
演
を
中
心
と
す
る
農
民

が
特
回
国
す
る
問
題
の
一
は
何
で
あ
る
か
が
提
示
さ
れ
た
替
で
あ
る
。
初
論



之
の
み
に
限
ら
な
い
。
し
か
し
又
無
観
す
る
に
は
絵
り
に
重
大
で
あ
る
@

日
本
農
業
の
よ
り
以
ム
の
袈
辰
が
盟
一
ま
れ
る
鱈
に
は
、
先
づ
第
一
に
改
善

さ
る
べ
き
鶏
が
と
L
に
あ
る
こ
と
を
提
示
し
そ
の
限
り
に
お
け
る
解
決
策

を
考
え
る
な
ら
ば
、
先
づ
用
水
路
の
改
善
と
合
理
化
を
計
る
と
共
に
、
農
民

個
h

の
生
震
カ
向
上
の
素
因
を
高
あ
る
こ
と
が
必
要
不
可
依
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
れ
に
は
技
術
係
件
の
改
善
、
新
技
術
の
普
及
と
共
に
農
家
経
管
の

繕
治
改
善
を
総
合
的
に
計
る
こ
と
こ
そ
念
務
で
あ
る
と
考
え
る
。
之
に
よ

っ
て
初
め
て
臼
木
農
業
は
明
る
い
展
望
を
潟
市
怖
に
有
す
る
こ
と
が
可
能
と

た

る

で

あ

ろ

う

。

(

昭

一

一

六

・

=

・

二

U

昭
和
二
五
年
八
月
実
態
調
査
に
営
っ
て
非
常
に
御
世
話
に
な
づ

た
現
地
の
方
々
及
び
炎
天
下
稔
快
に
熱
心
に
調
査
に
協
力
さ

れ
、
そ
の
一
部
は
既
に
卒
業
さ
れ
た
、
立
大
松
岡
ぜ
ミ
ナ
1
ん

の
卒
生
諸
君
に
厚
〈
感
謝
の
窓
を
表
ナ
る
。

附
記

農
村
共
問
題
と
農
家
経
営

一
九
九

崎、




